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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成21年11月12日(2009.11.12)

【公開番号】特開2008-85227(P2008-85227A)
【公開日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2006-265941(P2006-265941)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/042    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月30日(2009.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の太陽電池セルの電極同士をタブにより互いに電気的に接続する工程を備える太陽
電池モジュールの製造方法であって、
　前記電極と前記タブの間に、複数の球状の導電性粒子を含む樹脂からなる接着層を配置
する工程と、
　前記タブを、前記電極側に加圧する工程と、
　前記接着層を硬化させる工程と、
　を有し、
　前記加圧する工程において、前記球状の導電性粒子を、前記太陽電池セルに平行な面に
おける最大径よりも、前記太陽電池セルに垂直な面における最大厚みの方が小さい扁平形
状に変形させ、前記導電性粒子と、前記電極及びタブとの接触面積を増加させることを特
徴とする太陽電池モジュールの製造方法。
【請求項２】
　前記導電性粒子の硬度は、前記電極又は前記タブの硬度よりも小さいことを特徴とする
請求項１に記載の太陽電池モジュールの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】太陽電池モジュールの製造方法
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